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替問11気道狭殺に対するステント療法の適応と手筏
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気i藍狭潜の治療では滋疾態と狭犠自体の双方の治

療を考Eまずる。ステント療法は潔筑懇治毅ゃいーザー

焼灼など気道狭窄治療が行われても狭窄症状を有する

ものや遂行性・反復伎の気道狭タ僚が遜応となる。また

潔疾議治療詰11の緊急処鐙や，気遂の撲孔に対する滋J;t¥

の有効投も報管されている。ステント療法は妨怠、約，

築物密議という符緩点を有するが，病態によっては唯，

ーの有用な治療法にもなりうるe 緩々の気道内ステン

トが機発されており， Dumonstentなどのシリコン

裂と拡張裂金鵜製にカバーをしたものが抗馬されてい

る。ステントの選択は，病問.~誇態，狭窄の形態，気
道挫の状態，抜去の湾総殺などを考議まして決定される。

節機徐後の潟芸子総織による気道狭察に女すする

Nd-YAG laser焼灼，再発線様議胞綴に失せする

Giantur∞Zstent留滋海発Hif務放射線治療後の綴

滋狭窄に対する赤荻らの機発したリングイすきシリコン

ステント繋鐙，湾発食道務による下部気管狭容と，食

道綴放射線化学療法と食道ステント留議後の食道さと主

気管支壌の2例に対するD資活micstent留援につき，

各々の症例とステント密議手設をピデオで供覧する。


